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はじめに
メディアにおけるハナシの伝達の可能性
- mixiを事例とした民俗学的一考察-
嶋野安耶※
民俗学において、ハナシに関する研究ば材IlElI調男をはじめとする様々な研究者によって数多
くなされている o そしてハナシは、その内容や伝承形態などによっていくつかの種類に分鎖さ
れる。例えばその代表として、昔話・伝説・世間話などが挙げられるだろう。また近年では、
「都市伝説jや「現代伝説jと呼ばれる種類のノ吋ーシも登場している。
このように、民俗学では以前より椴々なハナシがfiJr究対象として取り上げられているが、こ
れらのほとんどが人々の間で口頭によって諾り伝えられるものとしてとらえられてきたO しか
し現代社会において、ハナシが口頭のみによって伝えられているとは言い難い口例えば筆者は
修士論文(¥)において、世間話とそれを話す人々、またそれらが話されるj坊の関係性を|珂らかに
することを謀題として設定した。そして、「怪異の話jを中心とした世間話が、それらを話す
人々にとってどのような役割を果たし、またそれらが話される場がどのような機能を持ってい
るのか考察を試みた。こうした研究の際に、株々な年代の人々に各々の知っている「怪異の話一|
をどのような伝達経路によって知ることになったか、アンケート調査を行った口その結果、下
位世代になればなるほど、口頭だけでなくテレビ・ラジオ・インターネットなどといったメデ
ィアからの伝達という回答が増加していることが明らかとなった。
こうした結果を受け、筆者は現代の民俗学おいて、特に「都市伝説Jや|ー現代伝説jを含め
た世間話 (2)といったハナシの研究を行うためには、メディアによる伝達を研究対象とする必要
があるのではないかと考える O 社会学や心理学といった学問では、「うわさ話jなどを中心とし
てハナシとメディアを関連付けた研究が数多く見られるが、現在日本ではハナシに関する民俗
学的視点からの研究において、メディアというものが積位的に研究対象として扱われていると
は言えないだろう。
テレビや雑誌、またインターネットなど枝々なメディアが溢れている「現代」という社会に
おいて、民俗学では本当にこれらを研究対象と見なす必要はないのだろうか。これらは私たち
に様々な情報を与えてくれるものであり、数多くのハナシの伝達媒体となっているのである D
そこで本稿では、民俗学的視点においてハナシの伝達に関する研究を行う際の、メディアとそ
れの関係性について考えていくことを課題としたい。
※神奈川大学大学院歴史民俗資料学研究科博士後期課程
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1、先行研究
ここでは、日本において民俗学とメディアの関係性について論じたもの、また民俗学的視点
からハナシの伝達とメディアの関連について見ることのできる先行研究をいくつか見ていきた
し¥0
現代の民俗学研究において、メディアそのものを研究対象として扱う必要性があるのではな
いかと論じたものとしては、岡田湖平の[民俗学の新素材ーインターネットを事例として-J
がある D ここで岡田は、メディアの中でもインターネットの存在に注目し、
かつて民俗学が「常民」という大多数の人々を研究対象としたように、現代を生きる
我々日本人の大多数が様々な事に利用しているインターネットを分析することによっ
て現代日本人の心性を明らかにすることができるのではないだろうか。(岡田 2006年
p 141) 
と問題提起し、民俗学研究においてインターネットがその対象となるか否かを考察している O
岡田は、インターネット上の文字表現やオンラインゲームにおける儀礼や言葉使いなどを見る
ことによって、そこに現実社会と同様の規則性があることを指摘し、
我々が代々受け継いできた民俗がその舞台を替え、姿を変遷させながらも仮想現実の
世界で生き続けていると考えられはしないだろうか。これらを新たな民俗の形として
捉えるならば、オンラインゲームに対しても民俗学は十分にアプローチすることが出
来るだろう。(岡田 2006年 p 151) 
と述べ、民俗学におけるインターネット研究の必要性を説いている O
また、現代の日本における|現代伝説 (3)Jの事例を収集した f日本の現代伝説jシリーズで
は、口頭におけるハナシの収集だけでなく、アンケートなど様々なかたちでハナシを収集して
いる O 同シリーズ{幸福のEメール 日本の現代伝説jの中では、インターネットにおける電
子メールを利用することで人々の間で伝達されていったハナシ、言い換えればインターネット
によるメールがなければ伝達されることのなかったであろうハナシをいくつも見ることができ
るO
このようなことに対し、『日本の現代伝説jシリーズの編者のひとりである大島康志は、論考
「日本の現代伝説Jにおいて、
口頭の現代伝説がインターネット上を流通し、それがまた口頭で語られるという循環
がありますから、インターネットの話もまた現代伝説の枠組で捉える必要があるでし
ょう o [中l略]インターネットの他に、ファクシミリ、 Eメール、新聞、雑誌、ラジオ、
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テレビなどの情報メディアもまた、様々な現代伝説を発信し続けています o (大島
2007年 p211)
と述べ、メディアが現代社会におけるノ吋ーシの伝達に|苅して大きく影響を及ぼしていることを
指摘している。
メディアとハナシの関係性に関する研究としては、 UJ日引綾子の論考「マス・メディアと I現
代伝説J-犯罪報道をめぐって-Jゃ「く世間話>としてのくうわさ>- r \H:~;13 Jを読み解く
ために」を挙げることができるだろう o IJ問はこれらの中で、ある事件に関する「うわさ話」
が人々の問でどのように広がりを見せたかについて、その過桂を丹念に追い考察を試みている。
そしてf[前l略]個人がさまざまな人間関係の集団に属しており、その集団が変わるたびに、!噂
が広がっていった様子が見てとれるoJ(11日3 1996年 p 52) と述べ、話の広がりには側人が
集団に属することが大きく影響していることを指摘した O また、「今回の事件の|噂は、マス・メ
ディアによる情報が、 l噂を生み出したという意味で、きわめて現代的な現象であるといえる口J
(山田 1996年 p 52) とも述べ、事件に関する「うわさ話Jの広がり方やその内容には、マ
ス・メディアによって報道されたものの影響が強く見られると結論付けている。
以上のような先行研究において、現代社会の中で民俗学を研究するためには、インターネッ
トといったメディアを研究対象として扱うことが必要であるということ、また現代におけるハ
ナシの伝達に関してメディアが深く関わっているということが述べられている O しかし、この
ような先行研究は限られ、前述したとおり、民俗学の研究対象として「メディアそのもの」が
取り上げられていることはほとんどないと言ってよいだろう。
そこで本稿では、まず民俗学的視点からの現代におけるハナシの伝達に関する研究において、
どのようなメディアが研究対象として適しているのかについて考察する。そしてまた、ひとつ
の事件に関する話を事例とし、それがあるメディアの中でどのように伝達されているのかを見
ていくことによって、その「伝達」に関する特性についても明らかにしていきたい。
2、民俗学における研究対象としてのメディア
( 1 )ハナシの伝達に関して研究対象となるメディア
まずここでは、民俗学的視点からハナシの伝達に関して考察する場合、どのようなメディア
が研究対象となり得る可能性があるかについて論じていくこととしたい。そのためには、「メデ
ィアjというものが何を指すのか、その概念について明確にする必要があると考えられる O
しかし、戦後メディア史研究を専門とする有山輝雄は fメディア史を学ぶ人のためにjの中
で、メディア研究において「メディアjという言葉を考えることは重要であるが、f[前略]厄
介なことにメディアという言葉は、今日あまりに広くかっ多様に用いられていて、この言葉を
明快に定義づけることは非常に難しいoJ(有山 2004年 p 6) と述べ、「メディア」と呼ばれ
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る媒体が、現代社会においてあまりにも多様に存在してしまっていることを指摘している O
本稿ではメディア史や個別メディアの特徴について論じることが目的ではないため、この言
葉の定義を明確にするのではなく、ハナシの伝達媒体となるであろうメディアを挙げていく。
そしてその中でも、民俗学的視点、からハナシの伝達に関する研究対象として適していると思わ
れるメディアについて考えることに止めておきたい。
メディア研究者である吉見俊哉は[メディア文化論jの中で、「メディアjという言葉そのも
のについて、
[前略]私たちの社会的経験世界の技術的な次元と意味的な次元を同時に媒体し、ま
たそうした次元によって媒体されながら、個別のメディアの布置や編市iJを可能にして
いく、テクノロジーの意味、それに語りや解釈、接触といった社会的実践の構造関連
的なことをさしています。(吉見 2004年 p 3) 
と述べ、これが個別化されたものが放送・活字-映像・電子媒体などとして存在していると論
じている O 具体的にi!ai7JiJ化されたメディアを見ていくと、放送媒体としてはテレビ・ラジオ、
活字媒体としては新聞・本・雑誌、電子媒体としてはインターネットなどを挙げることが可能
となるだろう O
このような個別化されたメディアにはそれぞれの特徴があるが、中でも大きな特徴として考
えられることは、ごく普通に生活する個人がその媒体を使用し、一個人として何らかのハナシ
を他者に伝達することが可能であるか否かではないだろうか。例えば前述したメディアの中で、
テレビ・ラジオ・新li].本・雑誌などといった媒体から個々人がイ可らかのハナシを{云達「され
るjことは当然であると言えるが、それらを使用することで誰もが簡単に個人的に他者へハナ
シを伝達[する」ことは難しいと言える O これらを通して情報を伝達「するJことができる者
は、ごく一部の IU~ られた人間になるだろう O
しかしこれらのiやでも、インターネットという媒体は、これを使用することのできる環境下
に置かれている者であれば、誰でも一個人として何らかのノ¥ナシを伝達「する」ことが可能と
なるのである ο
酒井信一郎は[インターネットjにおいて、
[前!II告]インターネァトは少なくとも 2つの点で、従来のマス・メディアとは大きく
異なっている[後略]
と述べ、その違いとは
第 lにインターネットとは、ユーザーの側が情報を主体的に引き出す fプル型jのメ
デイアである。受容側(視聴者)が基本的に一方的に情報を受けとる立場にあるテレ
ビや新聞と違って、インターネットでは、ユーザーは逆に自身の関心に沿った形で情
報を収得するために行動することになる。
としている D そして
第2に、インターネットは、個人レベルで情報発信を可能にする o (酒井 2007年 P 
89) 
ものであるとも述べ、インターネットと他のメディアの速いから、その特性について論じてい
るD
このような点から、インターネットとは個人レベルでハナシが伝達「されj、またそれを個人
レベルで伝達「するjことが可能なメディアであると言うことができる O つまり他のメディア
と異なり、インターネットとは個人による力が強大に働くメディアであると言ってよいだろう。
2009年 1月に総務省が実施した通信利用動向調査(りによると、 2008年度末の日本におけるイ
ンターネット利用者数は9091万人に逮している O 人口普及率は75.3%であり、これは日本におい
て4人に 3人がインターネットを利用しているということになる O こうしたインターネット利
用者数は年々増加傾向にあり、今後もよりこの数値が増加することが予測されるだろう。
「現代Jという時代、そして社会を民俗学的視点から読み取る際、そこで研究対象となる
人々をコモンピープル (common people) の意味でとらえるならば、それは現代社会の中で生
活する多くの一般的な人々であると言うことができる。前述した数値からもわかるように、現
代におけるインターネットとは、多くの一般的な人々が個人的に使用することが可能なメディ
アの代表であり、ここでの「多くの一般的な人々」とは、現代の民俗学における研究対象とな
る人々であると考えることができるロつまり、こうした人々が日常的に使用し、個人的に情報
を発信することが可能であるインターネットという媒体は、民俗学的視点におけるハナシの伝
達に関する研究対象として適していると言ってよいだろう o
( 2 )ハナシの伝達経路としてのインターネット
民俗学的視点によるハナシの伝達に関し、インターネットという媒体そのものをその研究対
象としてとらえる場合、インターネットの中には個人がハナシを伝達するためのツールがいく
つか存在している。それらについて考える前に、まずここでは本稿のはじめから何度も繰り返
し登場している「インターネットJというものが、どのようなものであるのかについて簡単に
説明しておきたい。
インターネット(Internet) とは、個別のネットワークが相互接続されたコンピュータネット
ワークのことであり、「ネットワークのネットワーク」と呼ばれることもある D このようなイン
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ターネットの開発が進められたのは、 1958年に設立されたアメリカ国防総省の高等研究計画局
(ARP A : Advanced Research Project Agency)において、 1960年代前半に分散型ネットワークの必
要性が説かれたことによる。その後1969年には、現在のインターネットの原型となるARPANET
がつくられることとなった。
日本では村井純を中心として、 1984年に東京工業大学・慶懸義塾大学・東京大学を結ぶ
]UNET (japan University Network) と呼ばれる学術ネットワークがつくられたことで、イン
ターネットが開始された。その後1990年代になると、一般のインターネット利用者が増加する
こととなった (5)D
次に、このようなインターネットを使った個人によるハナシの伝達ツールについて見ていき
たい。インターネット内において、ハナシの伝達という視点から個人が何らかの情報を発信す
ることができる主なツールとしては、電子掲示板・ウェブログ・ mlXlに代表とされるSNSなどを
挙げることができるだろう (6)。まずここでは、それらがどのようなかたちで個人レベルによる
ハナシの伝達を可能にしているのか、それぞれの特徴について確認していく O
はじめに、電子掲示板について見ていくことにしたい。電子掲示板とはBBS(Bulletin Board 
System) とも呼ばれ、個人がインターネット上に文章を書き込むことで、何らかのテーマに沿
った話し合いや質疑応答などを、不特定多数、もしくは特定多数の人々とやり取り可能にした
ものである O かつては文字のみの投稿が一般的であったが、現在では画像を添付することがで
きるものも多く存在する。日本の電子掲示板では、 12ちゃんねる (7)Jや IYahoo! JAP AN掲示
板 (8)Jなどを見ても、それらは匿名やハンドルネーム (9) による不特定多数の人々によって利用
されており、匿名性の高いものが多いと言える(10)。
次に、ウェブログについて見ていきたい。ウェブログとは「ウェブ (web)Jと「ログ(Jog)J 
が合体した単語であり、「ログ(Iog)Jとは「記録jを意味する O インターネット上のウェブサ
イトにおいて、文章などの記録を公開するという目的があり、一般的に「フザログ (blog)Jと略
されてH手ばれることが多い。(以降、本稿では「ブログ」と呼ぶ。)その理由を、ばるほらは
I教科書:には載らないニッポンのインターネットの歴史教科書jにおいて、 r[前略] r weblogJ 
が rwe+blogJと分かれて動詞化したものである。J(ばるぼら 2005年 p 379) と説明してい
るD
ここに公開される記事の内容は個々のブログごとに多岐に渡っており、個人の日々の行動や
体験、心情などを記す日記形式のもの、アソシエイトやアフィリエト(1J)などにより商品を紹介
することを中心とし報酬を目的としたもの、時事問題などを紹介し自分の考えを論じるものな
ど様々である D
ブログの大きな特徴のひとつとして、 トラックバックと呼ばれるものがある o トラックノてツ
クとは、他のブログの記事に自分のブログの記事と関連する内容が書かれていた場合や、自分
が他のブログの記事を引用したりする場合、それを相手に知らせるための機能のことである O
こうした機能を利用することによって、ブロガー(12)同士が交流をはかることが可能となる O ま
た、ブログの各記事ーには読者がコメントを書き込むことも可能であり、ブロガーと読者の問で
も交流が生まれることが多し】。ブロガーには様々な人がおり、例えば自己宣伝のために本名な
ど自分の素性を明らかにしてブログを運営している場合と、ハンドルネームを使用することで
素性を隠している場合などがある D
最後に、 SNSについて見ていく 。SNSとはソーシャル・ネットワーキング・サービス (SociaI
Networking System)の略称であり、友人や知人、同じ趣味を持つ者や同じ出身地の者など何ら
かの共通点を持つ者同士、また本人同士は直接の接点はないものの「友人の友人」といった者
同士が、インターネット上でコミュニケーションをはかることをサポートするサービスのこと
である D
これに参加するためには、基本的に各自が自由に参加できる ~=t子掲示板やブログとは異なり、
すでに参加している者から招待を受けなければならない場合がある。ここでの一般的な機能と
しては、自分のプロフイールを掲載すること、他の参加者とメッセージのやり取りをすること、
日記を書くことなどが挙げられる O
このようなSNSの中でも、 2009年8月現在日本で最も会員数の多いサービスはmixi(!:l)と呼ばれ
るものである o mixiとは株式会社ミクシィが運営するSNSのことで、 2004年に開始された。株式
会社ミクシィによると、 Imixiは身近な友人-知人とのコミュニケーションや、共通の興味・趣
味に関する情報交換を目的[後略]Jとし、「友人・知人の近況や、関心のあるテーマについて
の最新情報をいちはやく知る[後略](l~リためのものであると説明されている o 2初00ω8ゴ年1手~ 9月3ω0 
日までで、の会員数は1日56ω8万人に達している(山χ川》け)
SNSの特徴でで、説明したように、これに参加するためにはすでに参加している人に紹介してもら
うことが必要であり、参加者は自分のプロフィールを掲載しなければならない。機能としては、
日記を書くこと、何らかの共通点を持つ者同士のコミュニティを自分でつくったり参加したり
すること、本などのレビューを書くことなどが挙げられる D 中でも大きな特徴としては、これ
らそれぞれの公開する範囲を、各自で設定可能な点にあるだろう O 公開範囲は、「友人のみに公
開j、「友人の友人まで公開J、「参加者すべての人に公開」などに分かれている O
ここでは、参加者それぞれの日記に対するコメントやコミュニティ内でのやり取りなど、参
加者が互いに交流をはかることが可能である。また電子掲示板やブログとくらべると匿名性が
低く、本名はもちろん、顔写真や経歴などを詳細に公開している者も多く見られる D この理由
は、 mlxlが招待制というかたちを取っていることから、ここに参加している他者への瞥戒心が
低いことや、自分の情報を公開する範囲を各自で設定することが可能であるためだろう D
このように、電子掲示板・ブログ・ mlxlに代表とされるSNS(16)では、個人が何らかの「ハナ
シ」を日記など様々なかたちでインターネット上に公開することで、それを読む者が存在し、
またその読み手がコメントなどといったかたちでそれに対して反応することができる o 以上の
ようなことから、これらはインターネット上における人々の相互間のコミュニケーションの場、
また個人レベルで何らかのハナシを他者へ伝達することを可能にしている場であると考えられ
る(17)。
3、mixiによるハナシの伝達
( 1 )本稿における研究対象の設定と調査方法
以上のように、インターネットにおけるどのようなツールが個人によるハナシの伝達を可能
にしているのか考えてきた。次は具体的な事例から、インターネットにおいてどのようなかた
ちでハナシが伝達され、そこにはどのような特性があるのかについて見ていくこととしたい。
そしてそれらが、口頭によるハナシの「伝達jとととのような点において同じであり、またどの
ような点で異なるのかについても考えていく口
今回はその事例として、 1111Xl内で伝達されたある事件に関する話を取り上げる G ここで、1111Xlを
事例とする理由としては、前述したように、 mlXlは他のインターネット!この伝達ツールよりも
匿名性が低い場合がある O 従来、民俗学においてハナシに関する研究を行う際、そこで対象と
されてきたものは「口承」なのである O これは人々の口から口へといった伝達であることから、
基本的にそれを行う者同士が知り合いである可能性が高いと考えられる。
そのような点から見た場合、比較的匿名性の低いmlXlによる伝達は、本稿で挙げた他のイン
ターネット上における伝達ツールと比べ、従来の「口承jによるそれと l番近いものとなるの
ではないだろうか。民俗学において、これまでほとんど研究対象とされることのなかったイン
ターネットというものであるため、まずは従来の研究対象と少しでも近いところにあるものを
選んでみることからはじめたいと思う O
次に、具体的な調査方法について記しておく口ここでは、インターネット内のハナシの伝達
といったバーチャルな世界を研究対象とするわけだが、本稿ではその調査方法を従来の民俗学
におけるそれと同様に聞き書き中心としたし」まず、I11IXI内である事件に関する話を自分の日
記に記した人物Aさんから直接開き書き調査を行い、次にそれによって話を知った人物Bさん
にも聞き書きを行うことで、その特性について考えていく。また直接の聞き書き調査以外に、
筆者自身も彼らの1111Xl内におけるコミュニテイ(18)に参加することで、そこに参加している他の
多くの人々に対し、 1111Xlというインターネット媒体を通じてアプローチを試みたい。
(2) Aさんについて
まずはl11ixi内である事件に関する話を自分の日記に記した人物、 Aさんについて紹介してい
きたい。 Aさんは1988年に長野県で生まれた20歳 (2009年8月現在)の女性である。幼稚園、小
学校、中学校、高校と実家から地元の長野県内の学校に通い、神奈川県の大学に進学するため、
18歳の4月に現在住んでいる神奈川県内のアパートに引っ越し、 l人暮らしを始めた。現在は
大学3年生で、学校では国際文化について学んでいる。大学では入学当時からオールラウンド
サークルに所属し、現在は大学 2年生の頃に始めた飲食庖のアルバイトをしている O また 3年
生になってからは、月に 1度都内の料理教室に通い始めた。
Aさんは I人暮らしを始めてすぐ、自分の住むアパートからアルバイト先までの道のりの途
中に、長いこと誰も住んでいないと思われる草に固まれた古いアパートを見つけた D その付近
一帯は新興住宅地であり、比較的新しい一軒家やAさんのような学生の住むアパートが多く見
られ、そのアパートのみ異質な存在であったと言う。 Aさんは、そこを通るときはいつも「気
味が悪いjと思っていたそうだ。特に、アルバイト帰りの夜道は大変怖かったようである。そ
の後、大学2年生になると同時に他のアルバイトに移ったため、そのアパートの前を通ること
はなくなった。そしていつの聞にか、その存在を忘れるようになっていた。
Aさんは大学3年生になった2009年6月23日、インターネット上で様々な場所の「都市伝説
(J9リを写真っきで紹介している電子掲示板を偶然、見つけたo その掲示板では、地域ごとの「都
市伝説jがまとめて紹介されており、 Aさんの地元長野県の「都市伝説Jや現在暮らしている
神奈川県の「都市伝説Jも多く見られた。これらは全て匿名で書・かれたものであり、またいつ
どこから更新されているのかもわからないようになっていた。
その中の 1つに、 Aさんにとって見覚えのある場所の写真があった。それは以前、 Aさんが
アルバイトのために通っていた道に建っていた気味の悪いアパートだったのである。そしてA
さんは、その掲示板に掲載されていた「都市伝説Jを、 mlXl内の自分の日記に記すことにした。
(3) Aさんによって伝達されたハナシ
AさんがmlXlを始めたのは、高校3年生であった2006年12月からであり、その理由は「友人の
多くがやっているから」というものである。 Aさんはここに本名・出身地・出身校・経歴など
自分のプロフイールを詳細に記している。これは、すでに交流のなくなってしまった小学生時
代のクラスメートなどと再び連絡を取り合うことができるようになりたいと考え、相手に自分
の存在を知ってもらう目的がある。
ここではmlXlを始めた当時から現在まで、 1日おき程度の割合で日記を書いており、また同
じ出身校の者で成り立つコミュニテイ、サークルのメンバーの集まるコミュニティ、料理好き
が集まるコミュニテイに参加している o Aさんの日記の公開範囲は「友人のみjに限定されて
おり、直接会ったことのある人にのみ日記を公開していることになる O そのため、 Aさんは上
記のようないくつかのコミュニテイに参加しているが、その参加者全員に自分の日記を公開し
ているわけではない。日記の内容としては、その日にあった出来事や心情を中心に記すことが
多い。
Aさんが日記を公開している人数は133人で、そのメンバーは小・中・高・大学時代に学校・
部活・サークル・習い事・塾などで出会った人たちである。メンバーの大半はAさんと同じ年、
もしくは上下3歳差程度までの同世代の人々である o このうち 8人が小・中・高時代に通って
いた習い事や塾の先生などであり、その年齢は30代後半から50代にまで及ぶ。また、高校時代
までの「友人」はAさんの地元長野県在住の人が多く、大学入学以降の「友人Jは東京都・神
奈川県在住の人が中心となっている O それ以外には、長野県から進学などのために宮城県・愛
知県・大阪府・京都府などに行き、そこに在住する人たちも含まれている O
こうしたメンバーに対し日記を公開している Aさんは、インターネットの電子掲示板で知っ
た「アパートの事件 (20)Jを、 mixi上で、「衝撃の事実!Jと題し、これに関する内容の日記
として公開した。下記はその日記の l部である O
[前略]そんなこんなで今日は最悪なことを知ってしまったのです。あたしが大学
l年のときバイトしてた00の近くに誰も住んでないすっごい古いアパートがあった
のね。まわりはキレイなお家ばっかだからひとつだけ浮いてて、明らかにヤバイカン
ジな廃嘘風(笑)アパート O 夜とかいつつもバイトのときはその前を通るのやだった
んだ。(てかアレは硲実に絶対なんかあったってレベルで・・・)しばらく近くに行つ
てなかったからすっかり存在忘れてたんだけど、なんと-
今日そのアパートの写真がアップされた都市伝説サイトを発見してしまったので
す
そのアパートには12年前まで普通にどの部屋にも00大学に通う学生が住んでいま
した。 l階の l番奥の部屋には青森から上京してきた女の子が一人暮らしをしていま
した。大学に入って少ししてその女の子には同じサークルの彼氏が出来ましたo 2人
は l年ほど付き合っていたのですが、あるとき女の子には他に好きな男の人ができて
いまいました。女の子は彼氏に別れ話をしましたが、彼氏は絶対に別れたくないとい
い、 2人は別れることができませんでした。
そんなとき、彼女は新しく好きになった男の人から告白されましt:.o 彼女はその人
とつき合いはじめ、前カレには連絡することもなくなりました O ある日の夜、女の子
がそのアパートで新しい彼氏と会っていると誰かがやってきました。新しい彼氏がド
アを|羽けると、そこにいたのは前の彼氏でした O そして前の彼氏は新しい彼氏を出刃
包丁で刺し殺し、部屋の中にいた逃げ回る女の子も刺し殺したのです。その後その人
は女の子の横で自分自身も自殺したのです。その事件の後、アパートの他の住人は全
員出ていきました。当時その事件の話は00大学でも有名で、その後もアパートに住
む人はいなくなり、それからず、っと誰も住むことがないままなのです。
サイトに書いてあったのはこんなカンジの話なの。ホントにそのアパートの写真も
ちゃんと載ってて、ホントにホントにヒイたその人たちの通う大学あたしと同
じだし、家は近いし'Iniすぎるでしょ o [後略](21) 
Aさんはこのような内容の日記を、 2009年6月23日火曜日の23時1分にmlxl上に公開した O そ
してこれに対し、 Aさんの日記の読者である133人中、 94人がコメントを残した。そのうち58人
のコメントが、 Aさんが日記を公開した 1時間以内についたものであったD その内容は、全て
この[都市伝説jに関する感想、などである。このように、 Aさんはインターネット上において
匿名によって伝達「されたJハナシを、再びインターネットを経由して他者に伝達「したjの
である。
以上のようなことから、インターネット、特に今回事例として挙げた111ixiで、は、限定はされ
ているものの、瞬時に多数の人々へハナシを伝達することが可能であるということが言-える口
またl111Xlでは、ブログなどとくらべ公開された日記に対するコメント数が多いことがある D こ
れはl111XIに参加している者たちの多くが、 1111Xlを通じて自分たちの「友人関係jが成り立ってい
ると考える傾向にあり、そのため公開された「友人」の日記に対し、すばやくコメントをする
ことがその関係を継続させる方法であると見なしていることにある(到。
また、 Aさんが日記を公開しているメンバーは、前述したようにAさんが通う大学のある神
奈川県内に在住する人から、地元長野県、その他にも日本全国様々な地域に住む人々によって
構成されており、これは地域を越えた伝達であるとも言える。
(4) Aさんによって伝達されたハナシのその後
こうして、 Aさんがl11lXIにアパートの事件に関する話を記したことで、瞬時に且つ地域を越
えてそれは伝達されたわけだが、ここではその後、この話が再び伝達された事例について見て
いくこととしたい。 Aさんによってl111Xl上で日記として伝達されたアパートの事件に関する話
は、その後Aさんの中学校時代の塾の先生Bさんによって、再びl11lXI上で-伝達されることとな
った。
Bさんは、 Aさんが生まれ育った長野県の同地域に在住する50代 (2009{j:.8月現在)の女性で
ある o Bさんは長野県で生まれ育ち、山梨県の大学に進学し教育学を学んだ。そして卒業後は、
地元長野県内の会社に事務職員として就職をした o 20代後半で結婚し、その後30代で娘が生ま
れると同時に会社を退職し専業主婦となる O
Bさんは娘が中学生になった頃、自宅で自分の子どもとその友達 3人に勉強を教えるように
なった。その後、 Bさんが子どもたちに勉強を教えていることが近所で評判となり、他にも教
えてほしいという要望が多くなったため、 Bさんは自宅付近のアパートを借りて中学生向けの
本格的な学習塾を開校させた。 Aさんも中学 l年から 3年まで、 Bさんが経営する学習塾にi遭
っていた。 Bさんの経営する学習塾には、開校から現在までに250人ほどの子どもたちが通い、
2009年8月現在、中学 l年生から 3年生まで32人の生徒が在籍している。
Bさんは2008年9月、パソコンで、l111XIをはじめる D この理由は、 2∞8年の8月に長野県を離れ
たある教え子たち数人がBさんのところへ遊びに来た際、 111ixiをやっているかどうかBさんに
尋ねたことにはじまる o Bさんはそれまで、mixiの存在を知らず、その後自分の娘にl11lXIについて
教えてもらいそれをはじめることとなった。
Bさんはl11lXI上で、週に 1・2回日記を書いており、公開範囲は「友人のみ」で、その公開人
数は39人である O ここでの「友人JとはBさんの同世代の人々ではなく、 Bさんの塾に通って
?
?
いた教え子たちのみである。そのためBさんの日記の公開メンバーは、 10代後半から、 Aさん
をはじめとする20代の人々が中心となっている。この39人中、現在も長野県で暮らすのは12人
に止まり、残りの27人は進学や就職のために県外に出ている。また、 Bさんは限定した「友人J
に日記を公開していることから、 Aさんと同様に自分の本名や出身地をmlXl上に掲載している。
Bさんは、 Aさんが2009年6月23日にmlXl上に記したアパートの事件に関する日記をその数
日後に読み、その内容に関する日記を2009年7月2日に公開した。下記はその日記の一部であ
るD
[前略]数日前、神奈川県の大学に通っている教え子の女の子のmlXlで、とても怖
い話を読みました。それは教え子が一人で暮らす家の近くのアパートで、十年程前に
大学生が男女交際のもつれから事件に巻き込まれ殺されてしまったというものです。
事件のあったアパートは、今もそのままの姿で、残っているそうです。
[中略]みなさんも進学や就職に伴って一人暮らしを始めることがあると思います。
一人暮らしは何の束縛もなく自由な時間です。しかしその反面白己責任が間われる時
でもあります。このような事件はみなさんの遠い世界の出来事ではありません。何か
問題があった時は、先生をはじめとする身近な大人に相談して下さいね。
このような日記の内容に対し、 Bさんの日記の読者である39人中29人からコメントがついた。
その多くは、県外でひとり暮らしをしている人々であった。
BさんがmlXl上で、こうした内容の日記を書いた理由は、 BさんのmlXlの読者で、ある教え子たち
の多くは現在ひとり暮らしをしていたり、また今後そのような可能性があったりする場合が多
い。現在、大学生など若い世代の問で薬物に関する事件や、その他にも様々な事件が起きてい
ることから、誰の身の回りにも危険が常にあるのだということをわかってもらい、また何かあ
った!時は自分をはじめとする大人を頼ってほしいと思ったためであると語っている O
( 5 )伝達されたハナシの特性
今回の事例は、インターネット上において匿名の人物から出発した伝達である。それはイン
ターネットを利用できる者であれば、今もなお誰でも見ることが可能である O これを見たAさ
んは、インターネット上におけるmlXl内の日記で限定した人々へそれを伝達し、またそれを見
たBさんが同じく mlXl内の日記で限定した人々へ再び伝達した。そしてハナシは、瞬時に多数
の人々へ地域を越えて伝達されたのである O このようにインターネット上において繰り返しハ
ナシが伝達されることで、ハナシを知る人々の範囲は瞬く問に拡大する O このようなことは、
口頭から口頭への伝達では不可能であると考えられる。
また、口頭による伝達とインターネットによるハナシの伝達において異なる点は、後者には
より確かな反復性があるということである。今回事例として挙げたmixiで、は、そこで公開され
た日記は基本的にそれを書いた本人にしか削除することができないため、本人がそのままにし
ておけば、それは「文字Jといったかたちで何年でも残ってしまうことになる D このようなこ
とから、それを書いた本人がすでに伝達の意思をなくしても、何年も後にそれを見つけた「誰
かjが、その文字情報を他者に伝達することが可能になると言える。そしてそれはインターネ
ット上に残る「文字」であることから、コピー・アンド・ペイスト(却などの方法によって、完
全にそのままのかたちで伝達されることもあるだろう。これはmlXlだけでなく、他のインター
ネット上のハナシの伝達ツールである電子掲示板やブログにおいても同様なことが言えるので
ある D
こうしたことは口頭による伝達では大変難しいことであり、口頭では人から人へとノ、ナシが
伝達される過程において、また時間の経過とともに、ハナシの内容に変化が生じる場合が多く
見られる D しかしインターネット聞における伝達では、それが「文字Jによる伝達であるため、
ハナシをそのまま伝えることが可能となるのである。つまり、インターネットからインターネ
ットへのハナシの伝達とは、「視覚jによる伝達であると言うことができるだろう。
これまで民俗学において、ハナシの伝達行為は普通「伝承Jと呼ばれ、それは上位世代から
下位世代へ世代を超えて伝えられるものであるとされてきたO しかしインターネットにおける
ハナシの伝達は、必ずしも「伝承Jであるとは言えない。前述したとおり、インターネットで
はそれが使用可能な場所であれば、瞬時にどこへでもハナシを伝達することができるのである。
そのため本稿の事例からもわかるように、インターネット上で伝わるハナシは、同時代に生き
る人々へ空間を越えて伝達されること、つまり|伝播jされることが多いと考えられる O
もちろんそれだけでなく、ハナシは「伝承」もされる。例えば、今回事例として挙げた「都
市伝説jが何年も電子掲示板に残ったままであれば、それを書き込んだ人物とは異なる世代の
人々がインターネット上でその「都市伝説Jを見ることがあるだろう。そうすることによって、
ハナシは世代を超えて時間を移動した伝達、つまり「伝承」されることになるのである o
また、 20代のAさんから50代のBさんへハナシが伝達されている今回の事例からもわかるよ
うに、インターネットを媒体とした現代におけるハナシの伝達では、必ずしもそれが上位世代
から下位世代への「伝承Jであるとは限らない。 Aさんと Bさんは元先生と元生徒といった関
係であり、本来ならば先生が生徒に何かを教えることが一般的であると考えられるが、ここで
は逆の現象が起きていると言える。
そして、 Bさんにmixiそのものの存在について教えたのも元生徒であり、これの使い方を教
えたのはBさんの子どもである O 従来の民俗学では、知識や技術に関する「伝承」においても、
やはりそれは上位世代から下位世代へと世代を超えて受け継がれるものとされてきたO しかし
ここでも、生徒から先生へ、また子どもから親へといった下位世代から上位世代への[伝承j
が行われていることが明らかとなった。このような現象を、「逆の伝承jと|呼ぶことができるだ
ろう。
以上のように、インターネット上におけるハナシの伝達では、「伝播Jと「伝承」が常に繰り
返されている場合があると考えられる。そしてこの繰り返しによって、ハナシを知る人の範囲
は拡大を続ける D またここでの「伝承」とは、従来の民俗学における上位世代から下位世代へ
の「伝承jだけではなく、下位世代から上位世代への「逆の伝承Jとも呼べる現象が見られる
こともあるO
おわりに
現代の私たちの生活には、メディアというものが常に身近にあり、それは私たち自身へ多大
なる影響を及ぼしていると言える O このような社会の中で、それを無視して生きることは不可
能であるだろう O しかし民俗学おいて、これらが研究対象として扱われることはほとんどなか
ったのである。
そこで本稿では、メディアというものが現代の民俗学的視点におけるハナシの伝達に関する
研究において、その対象となる可能性について論じ、インターネット上によるmlXlを事例とし
て、そこでのハナシの伝達の特性を考察した O そしてここでは、確実に個人レベルにおいて、
人から人へのハナシの伝達が行われていたのである D 筆者は、このように個人間においてハナ
シを伝達することのできるインターネットという媒体が、それ自体民俗学的視点によるハナシ
の伝達に関する研究において、その対象になると結論付けた。そしてそこでは、従来の口頭の
伝達とは異なる特性をいくつも見つけることが可能となった。
今回はインターネットにおけるハナシの伝達ツールの中でも、比較的匿名性の低いmixiとい
う媒体を事例として扱ったが、これは一例にすぎず、 mlXlにおける伝達にも様々なパターンが
存在する。またメディアによるハナシの伝達では、このような匿名性の低い事例はむしろ少な
いと言える口前述したように、電子掲示板やブログといったインターネットにおける他の伝達
ツールにおいて、それは匿名の中で行われることが多く、今後はそのような匿名聞のハナシの
伝達のあり方、その意味についても探っていく必要があるだろう O そして、そこで従来の口頭
によるハナシの伝達との共通点、また相違点などを見つけ、その特性について考察することも
課題のひとつであると考えられる D
またインターネットをはじめとするメディアは、技術の進歩とともに常に変化し続けていく
ものである。そのため、これらに関する「変化jそのものを見続けていくことも重要な課題と
なるだろう O
しかしそこには、これまでの民俗学における一般的な研究方法である「聞き書き」といった
調査方法だけでは限界があるかもしれない。例えば、より匿名性の高い媒体に関して研究を行
う際には、それを使用している人々へのアプローチ方法を新たに考えなければならなくなる O
このように、メディアというものには様々な側面があり、民俗学においてもそれらをひとつ
ずつ抜き出して丁寧に探っていく必要があると考えられる O それは研究対象を定め、またそれ
自体を見つめることだけでなく、研究方法そのものについても新たに考えていく必要性をもた
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らすのではないだろうか。
メディアというものは、従来の民俗学制究に新たな風を吹き込み、またそこに様々な可能性
を提示してくれるものであると考えられる。そのため、私たちが民俗学において「現代」を探
ろうとするならば、今後はそれらを常に追いかけていくことが必要不可欠となるだろう。
《註》
(1)拙著 「世間話の役割と場の機能ー怪異読を中心とした民俗学的一考察-J 2008年度修
士論文
(2)本稿では、「都市伝説jや「現代伝説」という j刊誌を「世間話Jの一部としてとらえるが、
本文中における「話Jの表記において「世間話jという言葉・は使用しない。これは、民俗
学におけるこの言葉の定義の|凌|床さに留意したためである D
(3) ここでは同書において「現代伝説」という用誌が使用されているため、この言葉で表記し
た。
(4) http://www.johotsusintokei.soumu.go.jp/statisticslindex.html 
(5)本稿におけるインターネットの説明は、ばるぼら 2005年[教科書には載らないニッポン
のインターネットの歴史教科書jp 12 . p 1 7 ~ 23を参考にまとめたものである。また、「ネ
ットワークのネットワーク」という言葉は、同書 p 12からの引用である O
(6)ここで事例として挙げた電子掲示板・ブログ・ mlxlは、筆者の修士論文内のアンケートに
おいて、「怪異の話をどのような伝達経路によって知ることになったかjという質問に対し、
インターネットによる伝達の中で見られた回答である。
また、例えばブログ内に電子掲示板を開設している場合や、 mlxl内にブログや電子掲示
板が組み込まれている場合などがあるが、本稿における分類ではそれぞれの総称の一般的
な説明をすることに止めている o (ここでの総称の説明は20ω年8月現在のものである口)
(7) http://www.2ch.netl 
1999年に西村博之(ひろゆき)が開設した、大規模な匿名性の高い掲示板のことである。
(8) http://messages.yahoo.co.jplindex.h tml 
(9) インターネット上で使用するニックネームのことである。
(10)例えば、同じ学校や部活・サークル、または同じ企業に勤める者といった特定の人物のみ
が参加可能な電子掲示板も存在しており、これらに関しては匿名でない場合もある。
(11) アソシエイト・アフィリエイトともに、インターネットを利用した商品宣伝・広告手法の
ことである o 自分の運営するウェブサイトやブログなどで商品を紹介し、そこに各自が契
約した企業のリンクを張り、サイトやブログ訪問者がそれをクリックすることでその企業
のウェブサイトを訪問することになる。そして訪問者がそこで、商品を購入するなどした場
合、ウェプサイトやプログの管理者に報酬が支払われる システムとなっている D
(12) ブログを書いている人のことを指す。
(13) htゆ:/Imixi.co.jpl 
(14) htゆ:llmixi.jp/guide_safety.pl(20ω年8月現在)からの引用。
(15) 20ω年8月現在、.http://mixi.jp/guide_臼 fety.pl内において発表されている数字。
(16) mlXl以外のSNSとして有名なものは、アメリカ発祥の世界最大のコミュニティと言われて
いるMySpace(http://jp.myspace.com!)、2004年に日本でサービスの始まったGREE
(http://gree.jp/?action=login) などが挙げられる O
(17) この他にも、インターネット上において他者とコ ミュニケーションをはかる場としては、
文字や顔文字によってリアルタイムに実際の会話のようなやり取りを行うオ ンラインチャ
ットなどが挙げられるだろう 。しかしこれは他者との一過性のコミュニケー ション ツール
としての側商が強いため、今回の事例には含めなかった O しかし今後、これに関しても見
ていく必要性は十分にあるだろう 。
(18) ここでの「コミュニティJとは、 mlxl内において何らかの共通点を持った者同士が集まる
場のことではなく、 Aさんを中心として彼女の日記の読者である人々の中で生まれた共肉
体を指している O
(19) ここでは「アパートの事件」の掲載されていた電子掲示板が「都市伝説サイト」と名乗っ
ていたことから、「都市伝説」という用語を使用した。
(20)本稿で記したアパートでの事件に関する話は、 Aさんの見つけた「都市伝説サイト」で紹
介されていたものであり、あくまで「都市伝説」のひとつであると考えられるO そのため、
これが本当にあった事件なのか定かではない。
(21) Aさんがmlxl上に公開した日記には絵文字が多数使用されていたが、本稿ではそれをすべ
て句点に変更した。また、特定できる場所名に関しては全て伏せ字とした。
(22) このようなコミュニケーションに負担を感じる参加者もおり、これを理由にmlXlを辞めて
しまう '-mixi疲れJと呼ばれる現象がある。
(23)パソコン上の文章や図などのデータを複写し、そのまま他の場所へ貼り付けること orコ
ピペjと略されることもある。
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|新刊紹介| 西沢治彦著
『中国食事文化の研究-食をめぐる家族と社会の歴史人類学』
武蔵大学人文学部教授の問沢治彦氏の長年
にわたる研究が刊:J国食事文化の研究一食を
めぐる家族と社会のitf:史人類学Jとして刊行
された。本書:は、 仁中!
て、中図の食文化{体4本Z系を!府罷史.人類学の立j場揚
から料粕j徽に分析したものである O まず、本書:
の全貌を伝えるために全体構成を記してお
く。
まえがき 第一部 食事方法の歴史的展
開 第一章 FY: !M1i 一一先行制究の概要/二方
法論上の諸問題/三 rl:1悶料理nの展開と特徴
第二草 食事方法の歴史的変遷 ー古代にお
ける食事方法/二倍米tJ、昨の大転換 第三章
元宋ミ ~I切明y珂3代の宴会イ儀義千礼L -.宋7元己代の:安支会{儀義礼/
三|ゆ明y円j代の宴会の手)1順1|出Hとf儀義ネ札Lυ/三--J通邑史のl下昨中:1十や|いJの!明y珂J 
代の3主宴之~:会 第|日山1日牢 j清;?青!5J代~仁中!
{俄義+札し -宴会の千)1川1昨|医n比と{儀義礼一λ丈:1献拡カか、ら/二:宴£ 
会の手)1順1昨版|作阪i' 秩 J町:11虫H と分析/三食 1;1 と Hî~)ljr-iの服史
的反 1~f.J と宴会俄礼第二部 同時代中国の
食事方法 第五準 家族制度と日常の食事ー
氏朕H，tから ー誰が作るのか/二どこで食べ
るのか/三分家後の父母の食事の 11:・3市 第六
五!i: 司1刊に1::1国の食事方法ー参与制祭を仁1:1心
に ー食卓ーと食出制の分鎖と分析/二食事方
法にみえる特徴/三現代の宴会と食事ブn去の
構造的特徴第七草考察 一食事を通して
みた家庭内の人IHl関係と共食1単j件tイ{位丘幻/二l仁ヰ中:1干ヤ!十い:1医悶主司|人
の!宴;宜宴史~:会とド中|
の!月服j罷F史 I~的I刊i内q叫』炭延 I~開?刻円と食司事手コ一ドの組み{特寺え あと
がき/ワ|リj月!日:J.参考文献リスト/紫引
第一ifl)はj芋論から第|ι!章まで1=1=11食事文化
の服史的成1mを扱う。J1':論で{iJr究史や方法論
トーの訪問題に|期して、人矧学と 1:11主!研究の両
者における中国食事文化州究の歩みを詳述
し、 1:1悶食事文化の{り|究成果や問題点を整理、
さらに本書:における方法論!二の訪問題を提示
する。そして、著者は、人類学者として同時
代からの視戸jから出発し、現在ーの食事文化の
構造は股史的にどこで組み替えられたのか、
それ以前はどのような梢造であったかといっ
た問題意識を持しながら、過去に遡る。第二
章では、中国における古代から中華民国WJま
での食事作法の歴史的な変選を再構成してい
る。先行j-{iJf究の論点を主主迎し、原典の引用に
対しては、 1寺に省在来とは異なるjff(:相tを試み、
著者の新たな資料を1，]-け加えている。第三、
四章では、宋元代からl珂清代、そして中華民
国期と、公的な宴会の場における仁I:J国人の食
事作法の手)INを分析している。
第二部、第五卒から第七章までは、現代の
食事方法の担保しなくては、過去の食事方法
をil握することはできないとの立場から、|百j
11寺代中 I~の食事方法を扱う。第五章では、 1:1:1
華民国JUJから現代まで何時代における食事方
法を、民族誌を資料として、家族制度という
文脈の中で分析、中国における家族制度の多
様性と食事文化の関連性を持摘する。第六章
では、同時代1:1国の食事方法を参与観察に基
づいて記述・分析し、その意味するものを仁|ー1
mlの社会、文化、 j夜史の文脈の1=:1に位置づけ
るD 第七卒では、 l仁中一f干1:一¥悶主司lけ+村社j土;会における:安宴会の立霊Z 
2致要2E:ン司弔'1作性|巨1
|関苅イ係系、「共食単位」 としてアフリカ千:1:会との
通文化的な比較と、 J:I:IJlJ人の宴会に見られる
政治性について論じ、 ι中!
と宴会の役1剖;刊;司リについて論じる O
本語:では研究対象地域は中11 (rl:1主i本土に
}JUえ、香港と台湾も合む)にIUむとされている
が、必要に1;[:，じて若者は朝鮮・純国、日本を
含む束アジア地域との比較に言及している。
また、仁!一l悶は周知lのように多民族|主|家であり、
社会の変動も激しい。本書:では、とくに言及
のない IU~ り漢族の食事文化を対象としている
が、著者は中間や日本の研究者らとの議論を
通して、できる IU~ り 1:1:1悶全 :J_ に普通的に見ら
れる食事方法を提示するように試みている。
本書は、今後中国の食文化研究をいかに捉
えるべきかの縦針盤となる一1m-であることは
|間違いない。(李利)
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